
刻印等のないスキューバダイビング用タンクの使用について（注意喚起）

本件の概要

2020年８月21日

経済産業省

近年、小型スキューバダイビング用タンク（０．５リットル~１リットル程度の大きさで、最大圧力20MPa程度。高圧ガス保安法第48条第

１項に定める容器）及び関連機材（タンクへの詰め替えアダプター、手動ポンプ等）が、ＥＣサイト等で販売されています。

使用者の安全等を確保するため、スキューバダイビング用のタンクの使用にあたっては、下記が必要となります。

・タンクに高圧ガスを充てんする場合、法令に定める検査に合格し刻印等がされたタンク及び附属品（バルブ、安全弁等）を使用すること

・充てんする圧力が一定圧力を超える場合、都道府県等への高圧ガスの製造の届出を行い技術基準を遵守すること

刻印等のない海外製タンク等については、必要な検査・届出等を行うことなく使用することは法令違反であり、また漏洩、爆発等の危険性が

高く、安全を確保することができませんので、ご注意いただきますようお願いします。

ご不明の点があれば経済産業省高圧ガス保安室までお問い合わせください。

＜参考︓高圧ガス規制の例＞

※詳細については高圧ガス保安法令をご確認下さい。

〇容器への充てんにあたり、一定圧力を超える高圧ガスとなる場合は、都道府県知事への届出及び技術基準の遵守が必要です。（高圧ガス保

安法第５条第２項、第12条）

〇容器検査（附属品検査）に合格した容器（附属品）でなければ、譲渡・引き渡しをすることが原則的にできません。（高圧ガス保安法第

44条第１項、第49条の2第１項）

〇高圧ガスを充てんしようとする場合は、その容器は以下に該当する必要があります。（高圧ガス保安法第48条第１項）

・容器検査及び容器再検査に合格した刻印等がされていること

・ガス種に応じた塗色や、氏名・住所等の表示がされていること

・附属品検査及び附属品再検査に合格した附属品が装置されていること。　等

お問合せ先

産業保安グループ　高圧ガス保安室

メール︓koatsu-gas@meti.go.jp
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